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【
う
ら
へ
続
く
】

　
「
桜
を
見
る
会
」、
首
相

の
私
物
化
問
題
。「
安
倍
首

相
が
招
待
者
の
推
薦
関
与

を
認
め
た
」「
夫
人
の
昭
恵

氏
の
推
薦
も
判
明
し
た
」

「
自
民
党
枠
は
６
０
０
０

人
、
安
倍
首
相
枠
は

１
０
０
０
人
と
い
う
」「
税

金
が
選
挙
対
策
に
使
わ
れ

て
い
る
」「
ニ
ュ
ー
オ
オ
タ

ニ
で
の
前
夜
祭
の
会
費

５
０
０
０
円
も
安
す
ぎ
る
。

裏
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」「
税
金
の
私
物
化
を
許

さ
な
い
市
民
の
会
が
首
相

を
東
京
地
検
に
告
発
す
る

と
表
明
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ　

Ｒ
＆
Ｄ
フ
ォ

ー
ラ
ム
２
０
１
９
。「
三
鷹

駅
か
ら
の
バ
ス
が
乗
り
切

れ
な
い
ほ
ど
混
ん
で
い

た
」「
会
場
は
盛
況
だ
っ

た
」「
社
長
の
講
演
で
は
４

K
×
３
の
大
画
面
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
が
使
わ
れ

た
」「
イ
チ
ロ
ー
が
登
場
し

た
の
に
は
驚
い
た
」「
イ
チ

ロ
ー
は
Ｒ
＆
Ｄ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
な
っ
た
」「
展
示
は

体
験
・
体
感
型
が
増
え
た
」

「
準
備
に
あ
た
っ
た
み
な

さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

自
治
体
首
長
と
そ
の
経

験
者
１
３
１
人
の
賛
同
と

呼
び
か
け
で
、「
全
国
首
長

九
条
の
会
」
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。所
属
や
立
場
、信

「
全
国
首
長
九
条
の
会
」
結
成

　
「
９
条
守
れ
」
の
一
点
で
協
力

つ
ど
い
に
は
２
５
０
人
が

参
加
。
共
同
代
表
の
川
井

貞
一
氏
（
元
宮
城
県
白
石

市
長
）
は
あ
い
さ
つ
で
、

「
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守

る
の
が
市
長
の
使
命
。
し

か
し
、
憲
法
改
悪
の
動
き

が
出
て
き
た
。
戦
争
に
な

れ
ば
、
市
民
の
安
全
・
安

心
な
ど
吹
っ
飛
ん
で
し
ま

う
」
と
述
べ
、「
草
の
根
運

動
を
展
開
し
な
が
ら
、
改

憲
を
絶
対
に
阻
止
し
、
９

条
を
守
り
抜
か
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
力
強
く
訴
え
ま

し
た
。

　

会
の
共
同
代
表
に
は
武

村
正
義
・
元
滋
賀
県
知
事
、

稲
嶺
進
・
前
名
護
市
長
、松

下
玲
子
・
武
蔵
野
市
長
井

原
勝
介
・
元
岩
国
市
長
、田

中
全
・
元
四
万
十
市
長
な

ど
が
名
を
つ
ら
ね
て
い
ま

す
。ド

コ
モ
の
情
報
利
用
ビ
ジ
ネ
ス

　

共
産
党
笠
井
議
員
が
告
発

　

日
本
共
産
党
の
笠
井
議

員
は
13
日
の
衆
院
経
済
産

業
委
員
会
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
の
個
人
情
報
ビ
ジ
ネ

ス
の
危
険
性
を
告
発
し
ま

し
た
。

　

笠
井
氏
は
、
携
帯
電
話

利
用
者
の「
貸
し
倒
れ
率
」

を
予
測
し「
信
用
ス
コ
ア
」

を
金
融
機
関
に
提
供
す
る

計
画
に
つ
い
て
、「
ド
コ
モ

の
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る

だ
け
で
、
同
意
に
か
か
わ

ら
ず
ス
コ
ア
リ
ン
グ
（
格

付
け
）
さ
れ
る
こ
と
自
体

非
常
に
大
き
な
問
題
だ
」

と
強
調
。「
リ
ク
ナ
ビ
」が

学
生
の
内
定
辞
退
率
予
測

の
販
売
で
行
政
指
導
を
受

け
た
問
題
と
同
じ
だ
と
批

判
し
ま
し
た
。
梶
山
経
産

相
は
「
本
人
の
同
意
」
が

前
提
で
「
問
題
は
な
い
」

と
強
弁
し
ま
し
た
。

　

笠
井
氏
は
、
情
報
処
理

促
進
法
改
定
案
に
か
か

わ
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
の
「
一
般

デ
ー
タ
保
護
規
則
」
の
よ

う
な
個
人
情
報
保
護
も
な

い
ま
ま
膨
大
な
デ
ー
タ
を

収
集
・
利
用
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
を
「
成
長
産
業
」
と
し

て
推
進
す
れ
ば
「
本
当
に

危
な
い
方
向
に
進
ん
で
い

く
」
と
追
及
。
梶
山
経
産

相
は
、
事
業
者
が
消
費
者

に
「
適
切
な
説
明
」
を
行

う
べ
き
だ
と
企
業
に
責
任

を
丸
投
げ
し
ま
し
た
。

武村正義元滋賀県知事

稲嶺進前名護市長

松下玲子武蔵野市長

条
の
違
い
を
超
え

て
全
国
の
首
長
が

「
９
条
守
れ
」の
一

点
で
力
を
合
わ
せ

る
画
期
的
な
動
き

で
す
。

　

17
日
、
都
内
で

行
わ
れ
た
結
成
の

今
な
お

大
き
い
格
差
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

思
い
や
り
予
算
、
激
増

報
道
。「
ア
メ
リ
カ
が
現
状

の
４
・
５
倍
を
要
求
し
て

い
る
と
報
道
さ
れ
た
」「
政

府
は
否
定
し
て
い
る
が
、

事
実
と
す
れ
ば
と
ん
で
も

な
い
こ
と
だ
」「
そ
も
そ
も

思
い
や
り
予
算
な
ん
て
出

さ
な
く
て
い
い
も
の
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
本
で
世
界
最
大
級
の

武
器
見
本
市
（
18
日
～
20

日
）。「
世
界
20
カ
国
、
約

１
５
０
企
業
が
参
加
。
日

本
も
60
社
が
参
加
し
た
」

「
防
衛
省
、
外
務
省
、
経
済

産
業
省
が
共
催
と
な
っ
て

ロ
参
加
の
主
要
国
際
大
会

で
の
世
界
一
は
10
年
ぶ
り

だ
」「
日
本
は
試
合
を
重
ね

る
ご
と
に
結
束
力
が
高

ま
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

男
子
ゴ
ル
フ
、
太
平
洋

マ
ス
タ
ー
ズ
で
ア
マ
チ
ュ

ア
の
金
谷
拓
実
選
手
（
大

学
３
年
）が
初
制
覇
。「
ア

マ
選
手
の
優
勝
は
松
山
英

樹
選
手
以
来
８
年
ぶ
り
４

人
目
だ
」「
女
子
で
は
鈴
木

愛
選
手
が
３
週
連
続
で
優

勝
」「
最
近
の
ゴ
ル
フ
界
は

男
女
と
も
に
若
手
が
頑

張
っ
て
い
る
」

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
が
立
憲
・
国
民
民
主

党
な
ど
で
つ
く
る
野
党
共

同
会
派
の
会
合
に
初
め
て

招
か
れ
、「
尖
閣
問
題
」
な

ど
外
交
問
題
に
つ
い
て
共

野
党
共
同
会
派
の
会
合
に

　
　
志
位
委
員
長
が
初
招
待

　

 
尖
閣
問
題
な
ど
で
意
見
交
換

産
党
の
見
解
を
語
り
、
懇

談
し
ま
し
た
。

　

尖
閣
問
題
に
つ
い
て
日

本
共
産
党
は
「
歴
史
的
に

も
国
際
法
的
に
も
日
本
の

領
有
は
正
当
」
と
の
立
場

で
あ
り
、
常
態
化
し
て
い

る
中
国
公
船
に
よ
る
領
海

侵
犯
に
抗
議
・
是
正
を
求

め
て
き
た
と
説
明
。
歴
代

日
本
政
府
は
「
尖
閣
に
領

土
問
題
は
存
在
し
な
い
」

と
言
い
続
け
た
結
果
、
中

国
側
に
主
張
も
反
論
も
で

き
な
い
自
縄
自
縛
に
陥
っ

て
い
る
と
指
摘
。

　

志
位
氏
は
、「
正
面
か
ら

日
本
の
領
有
の
正
当
性
を

主
張
し
、
相
手
の
言
い
分

を
論
破
す
る
外
交
交
渉
」

の
必
要
性
を
強
調
、
参
加

し
た
各
党
の
議
員
た
ち
と

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

７
℃
と
今
季
最
低
気
温
を

記
録
し
た
「
台
風
27
号
が

沖
縄
付
近
に
接
近
し
て
い

る
」「
昭
和
記
念
公
園
で
黄

葉
・
紅
葉
ま
つ
り
が
行
わ

れ
て
い
る
」

オーストラリア
　　　米軍に国内法を適用

検疫実施・空域も行政が管理
沖縄県の調査で判明

　

米
国
の
主
要
同
盟
国
で

あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、

欧
州
諸
国
と
同
様
、
米
軍

に
国
内
法
を
適
用
し
て
い

る
こ
と
が
沖
縄
県
の
調
査

で
判
明
。
玉
城
デ
ニ
ー
知

事
が
11
日
に
全
国
知
事
会

議
で
説
明
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は

２
０
１
２
年
か
ら
米
軍
海

兵
隊
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

配
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

同
国
で
は
検
疫
に
関
す
る

「
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
法
」
を
米
軍
に
も

イタリア

気候変動の授業義務化へ

　

イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
オ
ラ

モ
ン
テ
ィ
教
育
相
は
こ
の

ほ
ど
、来
年
９
月
か
ら
、す

べ
て
の
公
立
学
校
で
気
候

変
動
や
持
続
可
能
な
開
発

適
用
。
ま
た
空
域
の
管
理

は
同
国
の
民
間
航
空
安
全

庁
が
行
い
、
軍
用
の
制
限

空
域
は
同
国
国
防
省
か
ら

の
申
請
に
基
づ
い
て
設
定

し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は「
横
田
空
域
」

の
よ
う
な
外
国
軍
が
管
理

す
る
空
域
が
存
在
し
、
検

疫
に
関
す
る
規
定
も
あ
り

ま
せ
ん
。「
国
内
法
不
適

用
」
を
原
則
と
す
る
日
米

協
定
の
不
平
等
が
一
層
鮮

明
に
な
り
ま
し
た
。

い
る
が
と
ん
で
も
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

野
球
、
第
２
回
プ
レ
ミ

ア
12
で
日
本
が
優
勝
（
17

日
）。「
連
覇
を
ね
ら
う
韓

国
を
逆
転
で
破
っ
た
」「
プ

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
北
日
本
に
真
冬
並
み

の
寒
気
が
到
来
し
た
」「
20

日
朝
は
八
王
子
市
で
２
・

に
つ
い
て
の
授
業
を
義
務

化
す
る
と
語
り
ま
し
た
。

　

新
興
政
党
「
五
つ
星
運

動
」
に
所
属
す
る
同
教
育

相
は
、
ロ
イ
タ
ー
通
信
と

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
イ

タ
リ
ア
の
教
育
制
度
を
、

環
境
と
社
会
を
学
習
の
中

核
に
置
く
最
初
の
教
育
制

度
に
し
た
い
」と
発
言
。年

間
33
時
間
、
ほ
ぼ
毎
週
１

時
間
を
気
候
変
動
に
関
す

る
授
業
に
あ
て
、
地
理
や

物
理
な
ど
も
持
続
可
能
な

開
発
の
観
点
か
ら
学
ぶ
よ

う
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

日本科学者会議東京支部

第 20回東京科学シンポジウム
理性と希望の平和な時代を拓く

―実現しよう ! 個人の尊厳と生活の安心―
日時：2019 年 11 月 30 日 ( 土 ) － 12 月 1日 ( 日 )
会場：中央大学（多摩キャンパス 7 号館）
　　　多摩モノレール「中央大学・明星大学駅」直結
1. 特別報告
　　 11 月 30 日（土）13:15-17:15
2. 分科会 
　　11 月 30 日 ( 土 ) 午前、12 月 1 日 ( 日 ) 午前・午後
   　　　　プログラム詳細は http://jsa-tokyo.jp//
　　　　　参加費：2,000 円


